化学試薬により鉄地表面に生成した化合物とその色彩に関する研究 by 藤澤 明




   明
アキラ
 
学 位 の 種 類 博 士 （文化財） 
学 位 記 番 号 博  美  第  307 号 




（主査） 東京芸術大学 准教授 （美術学部） 桐 野 文 良 
（副査）    〃 教 授 （  〃  ） 稲 葉 政 満 
（ 〃 ）    〃 名誉教授  北 田 正 弘 
（ 〃 ）    〃 教 授 （美術学部） 藪 内 佐斗司 
（ 〃 ）    〃  〃 （  〃  ） 飯 野 一 朗 






























































４．結  論 
 高純度鉄および炭素鋼を地金として用い、金属工芸で行われる化学試薬を用いた錆付け法により生成
する化合物とその色彩および表面層の化学的安定性を検討し、生成する鉄化合物の種類や生成量と色彩
との関係を明らかにした。このように表面処理により生成する物質を調べることは、保存科学の基礎的
研究として重要であり、本研究で用いた手法および着眼点は、鉄系材料をはじめ銅や銅合金、銀や銀合
金など幅広い美術工芸用の金属材料に適用される表面処理技法の材料学的な研究にも応用できる。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 申請論文は我が国の金属工芸で用いられる鉄地金への着色技法の一つである錆付け法に着目し、生成
する表面層の化合物とその色彩について研究した結果をまとめたものである。江戸時代の刀装具の鍔な
どに用いられている鉄への表面処理技法である錆付け技法に関して材料化学的な視点からの研究は十分
に行われておらず、保存科学的視点から研究することは鉄製文化財の保存や修復を進める上で重要であ
る。 
 錆付け法は、伝統技法では各種の天然物を用いた錆付け液を用いているが、現代では化学試薬を用い
た手法も併用されている。錆付けにより生成する表面層の検討を行うのに、化学試薬を処理液とし、地
金としては含有元素の表面層の生成に影響が極めて少ない高純度の鉄を用いることで処理系を単純化し
て検討を行っている。処理方法も工芸技法では刷毛塗りである手法を処理液中へ浸漬するなどの変更を
おこなうことによる工夫を施すなど材料化学的な実験の再現性を確保している。その結果、鉄地表面に
生成する化合物ならびにその色彩と保持する温度や湿度などの処理条件が生成する表面層に影響してい
ることを明らかにしている。同様に、水酸化ナトリウム水溶液への浸漬処理や菜種油を塗布して加熱す
る油焼き処理と地金表面に生成する化合物や色彩と処理条件との関係を明らかにするとともに、化合物
の生成機構を透過型電子顕微鏡や高感度熱分析、加熱型Ｘ線回折などを用いて解明している。つづいて、
金属工芸に用いる鋼を地金として用いて表面処理した場合に生成する化合物と色彩の解析結果を、先の
高純度鉄における結果と比較することによりその特徴を明らかにしている。さらに、電気化学的手法や
加速腐食試験により鉄地表面に生成した化合物の保存環境中での化学的安定性と色彩の経時変化を調べ、
処理工程と化合物の安定性と色彩との関係を明らかにしている。 
 本研究により得られた研究成果は、伝統技法により生成する化合物などを直接、解明したものではな
いが、伝統技法などのより複雑な系において生成する表面層の化合物や色彩の解析を行う場合の基礎デ
ータとして有効である。さらに、本研究の成果は鉄製文化財の保存や修復を行う上での基礎データとな
るとともに、新規な着色技法を含めた表面処理技法を検討、考案する上での基礎となることが期待でき
る。以上のことから、本申請論文は博士（文化財）の学位を授与するのに相応しいと判断できる。 
以上 
